
                                   

 

第 2回 大阪市立大学都市防災研究シンポジウム 

開催案内 

 
主催：大阪市立大学都市防災教育研究センター 

共催：大阪市立大学プロジェクトマネジメントオフィス 

 

 大阪市立大学では，東日本大震災後，全学の研究組織が参画して都市防災研究に取り組んできました．本学における都

市防災に関する研究知を集結するとともに，更なるシナジー効果の発現を目的として，第 2 回大阪市立大学都市防災研究

シンポジウムを，下記の要領で開催いたします．奮って，ご参加くださいますようお願い申し上げます． 

 

記 

日 時 

 
平成 27年 10月 31日（土） 14時 00分～16時 45分 

 

 

場 所 

 
大阪市立大学文化交流室（学術情報総合センター1階） 

 

 

プログラム 

 
 1４:00～14:05  開会挨拶                            都市防災教育研究センター所長   森 一彦   

  

 14:05～15:25  第 1セッション 

  

 15:40～16:40  第 2セッション 

 

 16:40～16:45  閉会挨拶                            都市防災教育研究センター副所長  三田村宗樹 
                                 

 17:00～18:30  研究交流会（野のはなハウス） 

 

 

参加費 
 

 シンポジウム ： 無料         

 研究交流会 ： 実費（3,000円程度を予定） 

研究交流会への参加は，事前に，下記事務局シンポジウム係までお申し込みくださいますようお願い申し上げます．

当日の参加も歓迎いたします． 

 

 

               問い合わせ先 

       大阪市立大学都市防災教育研究センター  事務局 

                   info@cerd.osaka-cu.ac.jp 

  



                                   

 

第 2回 大阪市立大学都市防災研究シンポジウム 

プログラム 

   ※ 講演時間 15分，質疑 5分です． 

    

14：00～14:05 開会挨拶                    森 一彦（都市防災教育研究センター所長） 

 

14:05～14:55 第 1 セッション（司会：重松孝昌） 

  14:05～ 小学生が持つ「いのちの教室」のイメージに関する研究 

前田 航志(生活科学研究科)・森 一彦(生活科学研究科) 

14:25～ 災害対応訓練が防災知識や災害に対する意識に及ぼす効果 

佐伯大輔(文学研究科)・山本啓雅(医学研究科)・横山美江(看護学研究科) 

14:45～ 大阪地域の表層地盤の 250m メッシュモデルと地震時揺れやすさマップの作成 

大島昭彦(工学研究科) 

15:05～ 小学校を起点とした地域における災害時のための食料備蓄推進に関する試行的な取り組み 

由田克士(生活科学研究科) 

15:25～15:40 休  憩 

15:40～16:40 第 2 セッション（司会：渡辺一志） 

15:40～ 大阪市における震災発生直後の水需給バランスに及ぼす発災時刻の影響 

西村一毅(工学研究科)・貫上佳則(工学研究科)・水谷聡(工学研究科) 

16:00～ アンケート調査に基づく防災対策実施要因の分析 

生田 英輔(生活科学研究科)・佐伯大輔(文学研究科) 

16:20～ 浸水被害を想定した梅田地下街の垂直避難シミュレーション 

瀧澤重志(工学研究科)・高木尚哉(工学研究科)・谷口与史也(工学研究科) 

  

16:40～16:45 閉会挨拶                三田村 宗樹（都市防災教育研究センター副所長） 

 


